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顧客価値 
（満足） 

喜び・魅力 
驚き 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
機能的価値（品質等） 

性能 
品質 

デライト性  
 
 
 
 
 
 
 
 

従来ものづくり 

新しいものづくり 
 ＝ デライトものづくり 

SIP革新的設計生産技術が実現するデライトものづくり 
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ＳＩＰ革新的設計生産技術ではデライトものづくりの中で 
 Ａ.高性能・新機能 B.複雑・迅速造形 C.感性 D.潜在価値  
に集中的に取り組む 

A.高性能・新機能 

B.複雑・迅速造形 

Ｃ.感性 

Ｄ.潜在価値 



革新的設計生産技術の実用化 

・研究成果のツール化【ソフトウェア（プログラム等）、ハードウェア（装置等）】 
・開発した技術等を拠点に設置し、活用事例の作成 
を中心に研究成果の実用化を進めていく 

【仕組の構築】 
拠点による成果普及 

サテライト拠点 ハブ拠点 

情報共有 
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【ハードウェア】 
新機能・複雑造形等 

【ソフトウェア】 
感性、潜在価値等 

【イノベーションスタイル】 
研究開発成果を使用した企業や
個人ユーザの意見を得て新たな問
題点を洗い出し、研究開発に迅速
にフィードバックする、一連の試行錯

誤を繰り返す仕組み 
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複雑･長い セラミックス製造プロセス の制約を壊す． 

 

 

①  ３Ｄ積層造形 
成形“型”を無くす 
従来では不可能な複雑形状 

②  ハイブリッドコーティング 
樹脂や金属 
立体形状に自在に 

  
新たな価値・機能を付与 
革新的なセラミックス 
デライトな 
 製品群創出の基盤を構築 

テーマの概要 

高付加価値セラミックス 

 従来のセラミックス製造プロセス 

高付加価値セラミックス造形プロセス 

３Ｄ造形 
部材形状の自由化 

製造プロセス時間の短縮 
省エネルギー，低コスト 

ハイブリッド 
コーティング 

表面修飾，機能集積 
高付加価値付与 

原 料 成 形 焼 成 後加工 製 品 

セラミックス産業のイノベーションを目指す 
 

本拠点 



4 

ハイブリッドコーティングのコンセプト 

プロセス効果（圧力・熱）と原料粒子の２つのハイブリッド 

高付加価値セラミックス 
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ハイブリッドコーティング技術の特徴 

３次元形状への高密着セラミックコーティングを実現 

• 種々の基材にコーティング可能 
• 金属、樹脂、セラミックス上 
• 緻密、多孔質基材上 

 
• 従来のコーティングとの違い 

• 均一な微細構造 
• 密着力が大きい 

 
• デライトで目指す方向性 

• 密着力を担保し、機能性向上 

ＡＤ膜の微細組織 

溶射膜の微細組織 

高付加価値セラミックス 
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コーティングの応用例 

コーティングにより様々なデライトの機能要素を付加 

• ハイブリッドコーティングにより３次元形状へのコーティングが可能に 

切れ味に優れた錆びない包丁 

意匠性が高く、傷の付かないスマートフォン 

耐傷性に優れた前面ガラス 

審美性と耐摩耗性を両立 

審美性に優れた義歯 

高付加価値セラミックス 
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• デライトものづくりプラットフォーム
の実証に向けたデライトものづくり先
行拠点（つくば）の構築 

 

• ユーザー、カスタマーからの提案持ち込み 

 

• 3D造形物へのコーティングによるデザイン
及び機能向上の検証 

 

• デライト価値が十分に見込める事案につい
て、試作検討 

 

 

コーティング拠点: 「デライトものづくり」における位置づけ 

コーティング技術をコアとするデライトものづくり先行拠点 

内閣府SIP資料より抜粋 

イノベーションスタイルのイメージ 

高付加価値セラミックス 
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ホームページを開設 

高付加価値セラミックス 

進捗を発信していきますので、お立ち寄りください 

http://www.hcmt.website/index.html 


